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県立高校生学習活動コンソーシアムとは

コンソーシアム（Consortium）

互いに力を合わせて目的に達しようと
する組織や人の集団。共同体。
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これまでの県立高校の取組

 高校ごとに大学や企業等の

機関と連携・協定を結ぶ

3

県立高校生学習活動コンソーシアムとは

高校

大学等

国の動向
○新しい高等学校学習指導要領

（平成30年3月30日）
○Society5.0に向けた人材育成

（平成30年6月5日）
→これからの学校教育において、

各教科・科目においても、地域

社会、企業、NPOや大学・専門
学校等の高等教育機関といった
外部機関との連携を生かすこと

の必要性を強調している。

県立高校生学習活動
コンソーシアムの活用



県立高校生学習活動コンソーシアムとは

県教育委員会が大学等と協定を結ぶことで、多
様な連携の可能性が増
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県立高校生学習活動コンソーシアムとは

県立高校生学習活動コンソーシアムの形成
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県教育委員会が大学、短大、専修学校各種学校協会
等の教育機関や企業等46機関と「連携と協力に関
する協定」を締結（平成28年11月25日）

→令和２年７月時点で87機関へと拡大

⇒各機関の提供プログラムを県ホームページに掲載



6

県立高校における取組事例（教科）

川崎工科高校の取組

・株式会社横浜銀行との連携（平成29年12月）

・教科「家庭」の「家庭基礎」において、横浜銀行の提
供プログラム（金融リテラシー等についての講義）を、
出前授業形式で２時間実施
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県立高校における取組事例（総合的な学習の時間）

大和高校の取組

・神奈川工科大学、大塚製薬株式会社横浜支店、カゴメ株式会社、
双日株式会社（元PTA会長として協力）との連携

（平成30年10月22日実施）

・ポスターセッション発表に対し、大学教職員及び社員が講評

・企業の社員による、企業における取組等について講演

＜ポスターセッションの様子＞
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県立高校における取組事例（総合的な学習の時間）

平塚中等教育学校の取組
・東京家政学院大学、神奈川工科大学、東海大学との連携

・東京家政学院大学 岩見副学長による課題研究論文の書き方
に関する講演（平成30年10月11日／11月２日実施）

・課題研究発表大会における神奈川工科大学 金井教授、東海
大学 田中教授による講評（平成30年11月８日実施）

＜課題研究論文の書き方に関する講演を受講した生徒の声＞
・自分の研究に対しては、自分のオリジナルの考えと責任を持つことが大事だ

と感じた。

・大発見をすることが大切なのではなく、独創性のある論文を作ることが大切

とわかった。

・研究を進める中で、調べ学習との違いや、感想と考察との違いが分からなく

なり、悩んでいたが、講演を聞き、自分の中で疑問が解決した。

・これまで、課題研究で、どうして発表し、論文を作成するのか、その目的に

ついて深く考えておらず、理解もしていなかったが、今回の講演を聞き、

発表することの重要性と、レポートと論文の違いについて理解できた。

ー実施後のアンケートから抜粋ー
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「神奈川 コンソーシアム」と検索



活用方法
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参加機関の一覧に移動

各アイコン
をクリック
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活用方法 

 

参加機関との連携を希望する 

（校内で調整し、学校として取り組む） 

 

具体的な連携先が 

決まっている 

連絡先がわかる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はい いいえ 

いいえ 

コンソーシアムのホームページで検索する 

または 

高校教育課に連絡する 

はい 

参加機関に連絡する 

（管理職が承知している内容であれば、担当からの連絡で構わない） 

参加機関と連携内容について相談する 

連携を実施する 
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問合せ先

高校教育課高校教育企画室高校教育企画グループ

電話番号

（０４５）２１０－８２５４（直通）

メールアドレス

koukou-conso.46ky@pref.kanagawa.jp

mailto:koukou-conso.46ky@pref.kanagawa.jp

